
春
一
番
！
鳥
獣
虫
魚
の
本
格
シ
ー
ズ
ン
到
来

◎
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の

仲
間
た
ち

一
部
既
報
の
と
お
り
、

「
城
陽
生
き
も
の
調
査

隊
」
の
活
動
拠
点
・
く

ぬ
ぎ
村
の
定
点
カ
メ
ラ

に
、
全
世
界
で
も
生
息

数
が
千
羽
に
満
た
な
い

と
さ
れ
る
大
変
貴
重
な

ミ
ゾ
ゴ
イ
の
姿
が
昨
年

の
春
に
一
ヶ
月
に
わ
た

っ
て
記
録
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
①
）

そ
し
て
、

筆
者
が
写
真
鑑
定
を
受

け
た
時
に
は
時
期
す
で

に
遅
く
、
来
シ
ー
ズ
ン

へ
の
持
ち
越
し
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
今
年
、

「
城
陽
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
会
議
」
の
自
然
観

察
会
の
Ｗ
メ
イ
ン
講
師

を
務
め
る
鳥
類
学
者
の

脇
坂
英
弥
君
と
野
鳥
の

識
別
能
力
で
は
随
一
の

岡
井
勇
樹
君
（
写
真
②

右
）
を
中
心
に
、
管
理

者
の
田
部
富
男
さ
ん

（
同
右
２
）
に
竹
内
康

先
生
（
写
真
③
中
）
・

岡
井
昭

憲

先

生
（
同

右
）
た
ち
と
調
査
を
始

め
ま
し
た
。
先
ず
は
繁

殖
の
可
能
性
を
求
め
て

の
古
巣
の
探
索
調
査
で

は
、
平
日
も
ア
カ
ガ
エ

ル
の
卵
塊
探
し
に
同
行

の
熱
心
な
ジ
ュ
ニ
ア
メ

ン
バ
ー
・
松
井
優
樹
君

（
写
真
④
）
も
ひ
と
役

か
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

１
月
２７
日
に
は
鳥
類

標
識
調
査
の
実
施
と
自

然
観
察
会
を
開
催
し
て
、

く
ぬ
ぎ
村
の
豊
か
な

自
然
環
境
を
次
代
に

引
き
継
ぐ
こ
と
の
重
要

性
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
そ
の
日
の
夕
刻
に

は
、
前
日
に
優
樹
君
と

宇
治
田
原
町
で
の
ア
カ

ガ
エ
ル
の
卵
塊
調
査
の

折
に
発
見
し
た
や
は
り

全
国
的
に
希
少
な
ア
オ

シ
ギ
の
追
認
調
査
に
赴

き
、
み
ん
な
で
そ
の
姿

を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

宇
治
田
原
町
は
、
巨

椋
池
干
拓
田
と
木
津
川

河
川
敷
と
共
に
鳥
類
標

識
調
査
の
主
要
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し

て
環
境
省

に
登
録
の

筆
者
ゆ
か

り
の
地
で

す
。
自
慢

の
愛
弟
子

・
脇
坂
英

弥
君
が
、

く
ぬ
ぎ
村

と
共
に
鳥

類
標
識
調

査
の
実
施

で
得
ら
れ
る
公
式
な
記

録
の
積
み
重
ね
は
、
願

っ
て
も
な
い
郷
土
の
環

境
資
料
で
す
。

残
念
な
が
ら
、
今
回

は
お
目
当
て
の
ア
オ
シ

ギ
の
捕
獲
標
識
は
叶
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
カ

ワ
セ
ミ
や
オ
シ
ド
リ
な

ど
を
間
近
で
見
て
い
た

だ
く
機
会
と
な
り
ま
し

た
。脇

坂
君
は
、
環
境
省

か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る

カ
ス
ミ
網
の
他
、
猟
師

の
藤
林
治
雄
さ
ん
（
写

真
⑤
左
２
）
か
ら
無
双

網
を
披
露
し
て
い
た
だ

い
て
鳥
類
標
識
調
査
に

お
け
る
捕
獲
対
象
種
の

幅
を
拡
げ
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
も
う
１５
年

も
前
、
宇
治
田
原
町
の

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

作
成
の
た
め
、
野
生
生

物
の
生
息
調
査
に
奔
走

し
て
い
た
筆
者
の
元
に

藤
林
さ
ん
か
ら
モ
グ
ラ

捕
獲
の
情
報
が
入
り
、

脇
坂
君
と
現
夫
人
の
啓

子
さ
ん
（
同
右
）
と
共

に
確
認
に
訪
れ
顎
の
形

状
か
ら
ア
ズ
マ
モ
グ
ラ

（
写
真
⑥
）
の
発
見
に

至
り
ま
し
た
。

京
都
府
初
と
思
い
き

や
、
美
山
町
で
生
息
記

録
が
あ
っ
て
や
や
残
念

も
、
南
山
城
地
方
に
も

知
ら
れ
ざ
る
野
生
生
物

が
い
る
こ
と
の
実
証
例

と
な
っ
た
経
験
は
、
や

は
り
東
日
本
に
生
息
す

る
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル

（
写
真
⑦
）
の
発
見
に

つ
な
が
り
、
昨
年
に
は

ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
と

共
に
ニ
ホ
ン
ヒ
キ
ガ
エ

ル
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

の
存
在
が
京
大
で
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
鑑
定
に
よ
っ
て
判

明
し
て
い
ま
す
。

そ
の
当
時
、
も
う
３０

年
来
生
息
が
途
絶
え
て

い
た
ク
ロ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ

を
脇
坂
君
が
発
見
し
、

や
は
り
幻
に
な
り
つ
つ

あ
っ
た
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
の

幼
虫
も
姫
路
市
立
水
族

館
か
ら
お
墨
付
き
を
得

て
、
宇
治
田
原
町
の
レ

ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。
や

は
り
こ
の
時
の
経
験
が

役
立
ち
、
２
０
０
９
年

に
は
南
山
城
村
の
野
生

生
物
生
息
調
査
に
お
い

て
、
絶
滅
種
の
コ
ガ
タ

ノ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
に
代
表

さ
れ
る
希
少
な
水
生
昆

虫
を
脇
坂
夫
妻
や
竹
内

先
生
た
ち
と
見
つ
け
て

い
ま
す
。

そ
し
て
昨
年
来
、
宇

治
田
原
町
と
南
山
城
村

に
隣
接
す
る
和
束
町
で

野
生
生
物
の
生
息
調
査

を
始
め
ま
し
た
。
鳥
類

標
識
調
査
を
取
り
入
れ
、

両
町
で
記
録
の
あ
る
鳥

や
生
き
物
た
ち
の
確
認

作
業
は
、
不
動
の
ナ
チ

ュ
ラ
リ
ス
ト
仲
間
た
ち

と
の
歴
史
の
繰
り
返
し

で
す
。
小
学
校
４
年
生

に
な
る
松
井
優
樹
君

（
写
真
⑧
）
の
参
加
は
、

や
は
り
小
学
校
低
学
年

の
頃
か
ら
お
父
さ
ん
の

岡
井
昭
憲
先
生
と
共
に

自
然
観
察
会
に
参
加
し
、

ケ
リ
や
コ
ア
ジ
サ
シ
の

調
査
で
貴
重
な
戦
力
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
勇

樹
君
に
重
な
り
ま
す
。

和
束
町
の
自
然
観
察

会
で
は
、
や
は
り
２０
余

年
来
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス

ト
仲
間
で
あ
る
山
村
元

秀
先
生
（
写
真
⑨
）
が

植
物
担
当
の
講
師
と
し

て
参
加
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
利
害
関
係
の
な

い
自
然
と
生
き
物
た
ち

へ
の
想
い
を
同
じ
く
す

る
世
代
や
立
場
を
超
え

た
人
た
ち
の
協
力
を
得

て
、
ま
だ
ま
だ
自
分
に

し
か
で
き
な
い
成
果
を

残
さ
な
け
れ
ば
と
考
え

る
春
到
来
で
す
。
新
年

度
の
夏
同
姓
化
に
ご
期

待
下
さ
い
。

両生・爬虫類派ナチュラリストが待ちに待った水

温む季節の到来です。

本来は冬眠中の両生・爬虫類にあって、厳冬期に

産卵するアカガエルの卵塊発見と、同じくこの時期

が繁殖期の京都府の希少野生生物に指定されている

カスミサンショウウオの生息確認を目的として正月

明けからフィールド探査に励んできました。

やはりカスミサンショウウオはおいそれとは見つ

かりませんが、ニホンアカガエルの卵塊は２月の第

一週に城陽市と宇治田原町で発見するや、宇治市か

ら南山城村に至る南山城地方全域で２月半ばまでに

産卵を確認しました。また、近似種のヤマアカガエ

ルでは３週間ほど遅く繁殖することも分かりました。

引き続いては、昨年３月に井手町の大正池で卵塊を

見つけたヒキガエルの繁殖確認に努めていますが、

メイン調査地の大正池周辺へは通行止めの憂き目に

肩を落としています。

爬虫類では、トカゲに次いで冬眠明けのシマヘビ

とも再会し、昨年の日本最大級１６５㌢を上回る大物

の捕獲に期待しています。また、今年も岐阜大学で

繁殖実験を行うスッポンの供給の依頼に応えて、こ

ちらも日本一の大スッポン捕獲のリベンジを果たし

たいと願っています。今年も宇治田原町で 5年連続

となる黄金のオタマジャクシの前代未聞の記録や、

憧れの白蛇との出合いを夢見て本格的なシーズンの

幕開けに気力充実の昨今です。

かつての鳥人ナチュラリストも、爬虫類への宗旨

替えもあって日本鳥学会大会での研究発表の題材も

途絶えて三年が経ちました。もはや鳥類分野では、

ライフワークの南山城鳥類目録改訂に関しての継続

調査以外に新たな課題もみつからず、台頭する後継

者のサポート役として気楽なバードウォッチングを

楽しんでいましたが、思わぬ珍鳥の発見で久しぶり

に鳥仲間たちとホットで楽しい調査を行うことがで

きました。

年度末を迎えた区切りの活動報告に先だって、充

実のフィールド日記からナチュラリスト自慢の仲間

たちとの最新活動報告の機会としています。野鳥と

の出合いが人の環を拡げ、尊敬する先生方に信頼で

きる仲間たちや多くの理解者に支えられ、チュラリ

ストの本分を果たすべく希少野生生物と生息環境保

全の啓蒙活動に携わってもう 40 年目にさしかかろ

うとしています。卒業式シーズンの３月、天から見

守っていてくれる恩師を偲びながら綴る元気なロー

トルナチュラリストのフォトレポートにお付き合い

下さい。
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